
２
月
７
日
（
日
）
第
２
６
回
都
本
部

委
員
会
を
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で
あ
る

こ
と
を
考
慮
し
、
リ
モ
ー
ト
に
て
行
い
、

３
７
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

清
水
副
委
員
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
と

諸
役
員
選
出
が
行
わ
れ
、
続
い
て
の
議

案
提
案
で
は
第
１
号
議
案
と
し
て
昨
年

９
月
開
催
の
都
本
部
大
会
か
ら
現
在
ま

で
の
経
過
報
告
を
提
案
し
ま
し
た
。
２

０
秋
季
年
末
闘
争
の
業
種
別
の
傾
向
と

し
て
、
首
都
圏
ト
ラ
ッ
ク
集
団
交
渉
は
、

１
０
社
の
う
ち
４
社
が
前
年
実
績
を
突

破
し
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
で
最
高
の

上
積
み
額
を
勝
ち
取
っ
た
職
場
が
あ
る

一
方
で
、
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
や
ゼ
ロ
回

答
で
妥
結
せ
ざ
る
を
得
な
い
職
場
が
あ

る
な
ど
、
運
搬
す
る
商
品
の
違
い
等
に

よ
っ
て
仕
事
量
や
収
支
に
大
き
く
影
響

が
あ
り
ま
し
た
。
職
場
間
で
の
情
報
共

有
の
必
要
性
を
、
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る

秋
闘
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
関
東
支

部
の
集
団
交
渉
は
、
夏
冬
一
括
交
渉
で

夏
・
冬
共
に
前
年
同
額
妥
結
。
建
設
・

関
連
部
会
は
、
各
業
種
共
に
大
手
は
安

定
し
た
金
額
の
支
給
と
な
り
ま
し
た
が
、

中
小
で
は
厳
し
い
回
答
と
な
り
ま
し
た
。

建
設
コ
ン
サ
ル
で
は
災
害
に
関
す
る
受

注
が
増
え
、
増
額
支
給
と
な
っ
た
一
方

で
、
各
業
種
共
に
コ
ロ
ナ
禍
で
今
期
の

受
注
が
落
ち
込
ん
だ
事
か
ら
、
２
１
春

闘
や
夏
季
一
時
金
交
渉
へ
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

生
活
防
衛
、
経
営
環
境
改
善
の
た
た

か
い
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
取
り
組
み
と

な
り
ま
し
た
が
、
首
都
圏
（
東
京
・
埼

玉
）
ト
ラ
ッ
ク
部
会
が
１
０
・
９
ト
ラ
ッ

ク
の
日
行
動
に
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
１
７

枚
集
約
し
、
宣
伝
グ
ッ
ズ
を
１
０
０
部

配
布
し
た
こ
と
。
１
１
・
５
中
央
行
動

は
各
業
種
部
会
で
各
所
に
要
請
を
行
い
、

秋
の
労
働
局
交
渉
（
高
齢
者
と
建
設
・

関
連
部
会
の
要
求
）
に
つ
い
て
も
、
規

模
を
縮
小
す
る
な
ど
工
夫
を
し
て
開
催

し
た
こ
と
な
ど
を
報
告
。
都
本
部
２
１

春
闘
討
論
集
会
で
は
、
２
１
春
闘
方
針

第
１
次
案
を
確
立
し
、
「
コ
ロ
ナ
禍
の

経
済
と
２
１
春
闘
で
労
働
組
合
に
求
め

ら
れ
る
運
動
と
は
」
と
題
し
記
念
講
演

を
行
っ
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
、
２
１
春
闘
方
針
第
２

次
案
の
提
案
で
は
、
２
１
春
闘
の
重
点

課
題
と
し
て
、
①
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
賃
上
げ
と
待
遇
改
善
、
②
新
型

コ
ロ
ナ
に
よ
る
業
務
縮
小
に
追
い
込
ま

れ
た
労
働
者
を
守
る
た
た
か
い
（
国
や

自
治
体
へ
の
要
請
）
、
③
都
本
部
組
合

員
の
テ
レ
ワ
ー
ク
実
態
調
査
、
を
位
置

付
け
る
こ
と
を
改
め
て
強
調
し
ま
し
た
。

賃
金
統
一
要
求
に
つ
い
て
は
、
統
一
要

求
提
出
日
は
２
月
１
０
日
（
水
）
、
全

国
の
建
交
労
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
平

均
額
に
基
づ
き
月
額
３
４
０
０
０
円
、

日
額
１
３
５
０
円
、
時
間
額
１
５
０
円

の
賃
上
げ
要
求
で
た
た
か
う
こ
と
な
ど

を
提
起
し
ま
し
た
。

続
い
て
３
号
議
案
、
中
間
決
算
・
会

計
報
告
を
石
塚
副
委
員
長
か
ら
提
案
が

あ
り
ま
し
た
。
質
疑
・
討
論
で
は
首
都

圏
運
輸
基
本
集
団
交
渉
団
上
村
団
長

（
神
田
支
部
執
行
委
員
長
）
よ
り
ト
ラ
ッ

ク
集
団
交
渉
の
取
り
組
み
と
し
て
、
要

求
提
出
や
、
交
渉
に
つ
い
て
ウ
ェ
ブ
会

議
を
活
用
し
な
が
ら
原
則
的
に
行
っ
て

い
く
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
春
闘
宣
言
な
ど
全
て
の
議
案
は
採

択
さ
れ
、
争
議
団
紹
介
で
は
佐
々
木
常

任
執
行
委
員
よ
り
決
意
表
明
な
ど
を
受

け
、
最
後
は
石
塚
副
委
員
長
に
よ
る
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
に
て
閉
会
し
ま
し
た
。

【
都
本
部
書
記
長

遠
藤

晃
】

日
本
医
労
連
は
月
額
４

万
円
以
上
・
時
間
額
２
５

０
円
以
上
の
賃
上
げ
を
２

１
春
闘
の
統
一
要
求
と
し

た
。
福
祉
保
育
労
は
月
額

４
万
２
千
円
以
上
、
時
間

額
２
６
０
円
以
上
を
求
め

る
。
民
放
労
連
は
２
万
円

以
上
、
郵
政
産
業
労
働
者

ユ
ニ
オ
ン
は
正
社
員
で
２

万
円
の
ベ
ア
、
非
正
規
社

員
時
給
千
五
百
円
・
一
時
金
年
間
４
・

４
カ
月
の
要
求
を
決
め
た
。
２
％
程
度

の
ベ
ア
を
目
指
す
連
合
は
２
月
５
日
、

Ｖ
Ｒ
（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
を

使
用
し
２
１
春
季
生
活
闘
争
総
決
起
集

会
を
開
催
。
神
津
里
季
生
会
長
は
「
新

型
コ
ロ
ナ
に
便
乗
し
た
賃
上
げ
ス
ト
ッ

プ
は
絶
対
に
許
さ
れ
な
い
。
」
と
強
調

し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
連
合
は
２
月
２
日
の

中
央
委
員
会
で
千
円
を
目
安
と
す
る
ベ

ア
の
方
針
を
確
認
。
昨
年
は
３
千
円
の

ベ
ア
要
求
を
含
む
６
千
円
だ
っ
た
が
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
業
績
悪
化

を
考
慮
し
て
引
き
下
げ
た
。
私
鉄
総
連

は
２
月
２
日
都
内
で
拡
大
中
央
委
員
会

を
開
き
２
１
春
闘
方
針
を
決
め
た
。
こ

ち
ら
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

影
響
に
よ
る
収
益
減
を
踏
ま
え
「
生
活

回
復
・
向
上
分
」
の
要
求
を
断
念
。
定

昇
２
％
＋
ベ
ア
九
百
円
と
し
た
。

建
交
労
は
３
万
４
千
円
、
全
労
連
・

国
民
春
闘
共
闘
は
２
万
５
千
円
の
月
額

を
統
一
要
求
と
し
て
い
ま
す
。
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建
交
労
東
京
都
本
部
第
２
６
回
委
員
会
開
催
！



「
格
差
な
く
し
、
８

時
間
働
け
ば
誰
も
が

人
間
ら
し
く
く
ら
せ

る
公
正
な
社
会
へ
転

換
せ
ま
る
２
１
国
民

春
闘
～
コ
ロ
ナ
禍
、

労
働
組
合
で
元
気
に

声
あ
げ
変
え
よ
う
～
」

を
テ
ー
マ
に
、
国
民

春
闘
共
闘
委
員
会
、

東
京
春
闘
共
闘
会
議

は
、
中
野
ゼ
ロ
ホ
ー

ル
で
総
決
起
集
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
例

年
よ
り
規
模
を
縮
小

し
、
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
な
ど
コ
ロ
ナ
対
策

を
万
全
に
し
た
会
場
に
３
０
０
名
の

仲
間
が
結
集
。
建
交
労
か
ら
は
１
８

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
基
調
報
告
を

行
っ
た
黒
澤
幸
一
事
務
局
長
は
「
コ

ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
賃
上
げ
を
勝
ち
取

る
必
要
が
あ
る
。
富
裕
層
や
大
企
業

が
貯
め
込
ん
だ
内
部
留
保
を
賃
上
げ

や
雇
用
拡
大
に
活
用
さ
せ
る
た
め
、

各
職
場
で
の
奮
闘
が
求
め
ら
れ
る
。

２
１
国
民
春
闘
は
、
賃
上
げ
月
２
５

０
０
０
円
以
上
、
時
間
額
１
５
０
円

以
上
、
全
国
一
律
最
低
賃
金
１
５
０

０
円
を
統
一
要
求
と
し
て
掲
げ
ま
す
。

一
斉
回
答
集
中
日
は
３
月
１
０
日

（
水
）
ス
ト
を
含
む
全
国
統
一
行
動

日
は
３
月
１
１
日
（
木
）
。
ま
ず
は

全
職
場
で
要
求
提
出
を
！
」
と
力
強

く
呼
び
か
け
ま
し
た
。
建
交
労
東
京

都
本
部
が
ト
ラ
ッ
ク
や
清
掃
な
ど
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
労
働
実
態

を
報
告
し
た
他
、
日
本
医
労
連
は
逼

迫
す
る
医
療
現
場
を
報
告
、
自
治
労

連
、
全
国
一
般
東
京
、
東
部
ブ
ロ
ッ

ク
、
首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ
ン
、
全
労

連
女
性
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
、
２
１

春
闘
勝
利
へ
向
け
た
決
意
表
明
が
あ

り
ま
し
た
。
団
結
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
感
染
対
策

を
万
全
に
元
気
に
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。
１
月
に
は
支
部
長
雇
止
め
の

都
労
委
調
査
が
あ
り
、
都
本
部
か
ら

４
人
が
参
加
、
全
体
で
２
４
名
が
傍

聴
席
を
埋
め
ま
し
た
。
２
月
８
日

（
月
）
に
は
中
労
委
命
令
取
消
訴
訟

の
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
支

部
と
会
社
が
共
に
中
労
委
を
相
手
に

訴
訟
を
起
こ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
三

つ
巴
の
闘
い
と
な
っ
て
お
り
、
法
廷

で
は
中
労
委
が
被
告
席
に
、
原
告
席

に
は
組
合
と
会
社
が
同
席
す
る
と
い

う
珍
し
い
光
景
で
す
。
都
本
部
か
ら

３
名
の
参
加
で
し
た
。
２
月
１
３
日

（
土
）
に
は
府
中
営
業
所
・
京
王
バ

ス
本
社
ビ
ル
前
で
宣
伝
行
動
を
開
催

し
都
本
部
か
ら
４
名
の
参
加
で
し
た
。

府
中
営
業
所
は
京
王
バ
ス
の
労
働

者
が
２
５
０
人
以
上
勤
務
す
る
営
業

所
で
す
。
宣
伝
で
は
弁
士
を
お
願
い

し
た
方
々
か
ら
京
王
新
労
組
と
共
に

声
を
上
げ
よ
う
と
呼
び
か
け
が
あ
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
温
か
い
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
バ
ス
関
連
支
部(

京
王
新
労
組)

執
行
委
員
長

佐
々
木

仁
】
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１
月
３
０
日
（
土
）
～
３

１
日
（
日
）
群
馬
・
ホ
テ
ル

磯
部
ガ
ー
デ
ン
に
て
、
建
交

労
第
２
２
回
中
央
委
員
会
が

リ
モ
ー
ト
と
併
用
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
。
開
会
挨
拶
を

し
た
角
田
委
員
長
は
「
コ
ロ

ナ
禍
で
労
働
者
が
あ
き
ら
め

な
い
生
き
方
を
選
択
で
き
る

よ
う
、
労
働
組
合
が
地
域
・

職
場
か
ら
と
り
く
み
を
発
信

し
よ
う
。
総
選
挙
で
は
菅
政

権
を
倒
し
、
野
党
連
合
政
権

を
実
現
さ
せ
よ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
廣
瀬
書
記
長

が
２
１
春
闘
方
針
、
統
一
要

求
基
準
な
ど
を
提
案
し
、
全

体
討
論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

全
体
で
２
５
名
が
発
言

（
文
書
１
名
）
「
２
１
春
闘

の
構
え
、
１
０
万
人
要
求
ア

ン
ケ
ー
ト
の
推
進
、
各
職
場

・
地
域
と
業
種
部
会
の
経
済

闘
争
の
推
進
、
組
織
拡
大
、

学
習
・
宣
伝
行
動
、
争
議
」

な
ど
コ
ロ
ナ
禍
の
情
勢
で
も

各
地
の
仲
間
が
奮
闘
す
る
活

発
な
討
論
が
オ
ン
ラ
イ
ン
を

含
め
て
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
や
春
闘
闘
争
宣
言
を
全

体
で
採
択
し
２
１
春
闘
勝
利

へ
の
団
結
を
確
認
し
ま
し
た
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）

の
調
査
に
よ
る
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
世
界
の
就
労

時
間
が
８
．
８
％
減
少
し
た

と
の
事
。
こ
れ
は
正
規
労
働

者
の
２
億
５
千
５
百
万
人
分

に
相
当
し
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
時
の
４
倍
に
当
た
る
と
の

事
だ
。
国
連
（
Ｕ
Ｎ
）
は
、

家
庭
内
暴
力
や
失
業
の
増
加

で
女
性
の
苦
し
み
が
増
し
て

い
る
と
、
世
界
各
国
に
指
摘

し
た
。
Ｕ
Ｎ
が
最
重
要
視
す

る
女
性
保
護
政
策
（
１
．
家

庭
内
暴
力
対
策
、
２
．
学
校

な
ど
の
閉
鎖
で
増
え
た
育
児

・
介
護
な
ど
の
負
担
軽
減
、

３
．
失
業
し
た
女
性
の
経
済

保
護
）
の
早
急
な
実
行
を
求

め
て
い
る
。
Ｕ
Ｎ
ウ
ィ
メ
ン

の
調
査
に
よ
る
と
、
２
０
６

の
国
・
地
域
の
う
ち
３
分
野

全
て
を
導
入
し
て
い
る
の
は

２
５
カ
国
の
み
。
４
２
カ
国

は
１
つ
も
対
策
を
取
っ
て
い

な
い
。
日
本
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
１
５
３
ヶ
国

中
１
２
１
位
、
Ｇ
７
の
中
で

最
下
位
だ
。
女
性
の
活
躍
無

し
に
家
庭
も
職
場
も
社
会
そ

の
も
の
の
前
進
は
無
い
。
３

月
８
日
は
国
際
女
性
デ
ー
！

Ｕ
Ｎ
ウ
ィ
メ
ン
が
発
表
し
た

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
女
性
た

ち
：
コ
ロ
ナ
禍
の
世
界
で
平

等
な
未
来
を
実
現
す
る
」
。

日
本
で
の
国
際
女
性
デ
ー
：

２
０
２
１
年
国
際
女
性
デ
ー

中
央
大
会
実
行
委
員
会
主
催

中
央
大
会
３
月
８
日
（
月
）

１
８
時
～
１
９
時
半
（
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
生
配
信
）
。

講
演
：
早
稲
田
大
学
名
誉

教
授
、
女
性
差
別
撤
廃
条
約

実
現
ア
ク
シ
ョ
ン
共
同
代
表
、

浅
倉
む
つ
子
さ
ん
、
テ
ー
マ

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現

を
目
指
し
て
、
女
性
の
権
利

を
国
際
基
準
に
」

今年も年明けから元気に活動しています！

バス関連支部（京王新労組）

都労委・裁判・宣伝行動

■３月 ４日(木) 建交労中央行動

■３月 ５日(金)国民春闘共闘中央行動

１２時４５分～日比谷野音

■３月 ８日(月)バス関連支部（京王新労

組）東京都労働委員会雇止め事件１６時

東京都庁第一庁舎３８階

■３月１１日(木）バス関連支部（京王新

労組）ストライキ集会１０時～京王電鉄

本社前（京王線聖蹟桜ケ丘駅）

組合掲示板


